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＼韓覧’遵レー

校名変更事替のニュース

新口紙上を口わす
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轍

　
　
　
3

蝕
螺

停学飽分壱受けた一斬
会メンバー

しかし、この事件の3
年後に畿維尊門学校と

改名された
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学
園
紛
争

繊維共斗会嶺結成
（11斎「零II44向…」10貴」31肚1，

学内のデモ行進　学生荒れる

応援に押し寄せた他学部学生
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蚕糸統合見遺らる　三大学の蚕糸
を東京に統一し、理想的な蚕糸教

青の実現が企てられた。しかし、

環境その他の事情により統合は見

送られた。残った養蚕学科は改組

発展し、現代社会の最先嬬の要請
に応える応用生物科学科として、

有為な卒業生を社会に送り出して

いる

の
賄メを腐る緬π両論幽鋤，

1ブら轟徽碧蹄・晒弥鎌朗
4
鼻
義
κ
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80
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．
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心
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愈

葦
累

ぽ．

翔残‘

7三

蚕
糸
統
合
見
送
ら
れ
る

轟の木は残った　学生自治会の貼

り紙（昭和45年9月）

敦1官会鐵の”明　ただし、中の忌

中の貼り紙は声明文の内容危うし

と見て謹かが貼ったものである

イ

教職口岨合宵明　交部大臣に対す
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鐸
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藁昆に付す　遺品発見3日後に遺
体を発見、現場近くで蒼毘に付し
た（昭和46年）

遺品発見　昭和剋5年11月求繊維機

械学桝四年生の原茂．橋村敏彦両

鱈が根子岳で遭難し、9ヶ月の艘
索の結果遺品等の発見を伝えるサ
ンケイ新聞｛昭利46年1
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焼け落ちる1日本館　厳冬を吹きと

ばす勢いで延焼・焼け落ちる木造

旧本館（昭和37年1月26日）

燃えさかる1日本館　必死の消火作

叢も水の泡〔昭和37年1月26Hl

旧
本
館
焼
失

無残な姿をさらす旧本酋　左袖だ

けがわずかに現形をとどめた。原

因不明のまま十数年後放火と判明
（昭和37年1月27日）
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関東大演1に参加　高崎市内で閲
兵分列行進（昭和8年）

軍事演冒その｛1）新鹿沢にて

　　　　　　　（昭和9年）

軍事演習その②
（昭和16年）

軽井沢にて
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学徒出陣　戦争熾烈を極め、学窓
をあとに学徒のll㌔陳と共1に、教官

皿名、職1員1名に召集令状ドる
（昭和18年Ul】8日）

動労作秦
（昭和並7年｝

●
「蟻、鯛噺

冒　　　　　　．．　5

出障学徒見送q
　上田駅頭にて
（昭和18年）
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